
一般社団法人愛知子ども応援プロジェクト

２０２６年４月度 登録団体からの報告（抜粋）

（団体名など特定できそうなものは割愛しておりますのでご了承下さい）

【４月】お米配布家庭数：１,５３５家庭 お米配布人数：２,６８８名

①この度は、お米の寄付をしてくださりありがとうございました。子ども食堂の会食で使わせてい

ただき、フードパントリーの一環として、お米の詰め放題を行いました。子どもたちも大変喜ん

でおりました。また、困難家庭の保護者にも、「お米が高いので、ありがたい」という感謝の声

を多数頂きました。

今後ともご支援いただけますと幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

②今回４月１１日はウインナーカレーの予告で、通常より大勢の参加者が早い時間から集まりまし

た。また、新中学１年生の女子３名が、ボランティア参加を申し出てくれて、寄付のいちごを提

供する準備に奮闘してくれました。

参加の子どもが受け身の参加だけでなく、積極的な参加をしてくれたことを、妙齢ボランティア

達と喜びました。普段、いちごをデザートに提供することは予算的に無理があり、今回参加者か

らも大いに喜ばれました。

③数ヶ月ぶりにご支援頂きました。継続してくださりありがとうございます。

今回、５キロを４袋頂きましたので、小分けし１０家庭に支援致しました。いつもは１キロです

が、今回倍量なこともありすごく喜んで頂きました。

今回の活動はイベントとお弁当配です。近頃は親御さんを含め、あいさつ(こんにちはやありがと

う)を言えない方がとても多く、イベントで景品付きのあいさつジャンケンをしました。その後、

みんなで輪になって『WA になって踊ろう』を歌いながら踊りました。

イチゴ、ミルクセーキを来場者さんに振舞いました。お弁当は旬の筍を使った筍ご飯、唐揚げ、

サバの塩焼き、チャプチェ、ブロッコリーのピーナッツ和え、切り干し大根のサラダ、パスタ、

ピザ、カボチャサラダなどを幕の内弁当に詰め、入りきらなかったイチゴを小パックに詰めて渡

しました。いつもご支援ありがとうございます。また宜しくお願い致します。

④フードパントリー参加者に、食品を受け取るだけでなく、ボランティアの思いに触れてほしいと

お手伝いを呼びかけました。ひとりだけですが、呼びかけに反応してくださった方がいました。

それでも大きな一歩だと思いました。「準備たいへんだったんですね。また、手伝います」とい

ってくださいました。

⑤４月１７日(金)ファミリー支援として、フードパントリー開催しました。この日の受け渡しは

３０家族。その内、シングル・３人以上の多子ファミリー１２組でした。

この日に来られず、１９日(日)にお渡ししたのが４組。こちらは全てシングル世帯でした。合計

３４家族へ渡しました。

春休みもあり、ゴールデンウィークもあるため、シングル・多子世帯には、お米５kg、その他２

kg づつ渡しました。

いつもと変わらない話ですが、とにかくお米は喜ばれます。少し大きなお子さんがいるご家庭で

は、お湯を入れて食べられる【保存食】などは、１人でも作れるため重宝するようで、こちらも

喜んでいました。

時々ではなく、定期的に安定してご支援ができるのが理想であり望まれる事のようなので、私達

も努力を重ねています。変わらずご支援いただける事はありがたく、感謝しております。

いつもありがとうございます。



⑥お米は本当にありがたいです。２キロずつの小分けはパントリーしやすいので助かります。

⑦今回は会食前の1時間、日本福祉大学の学生１１人と子ども達が、運動レクレーションをして楽し

みました。そして食事会場の準備や後片付けまで、学生さんと子ども達とが一緒にやれたので、

大変良かったと思います。５月・６月の開催日も学生さんが来てくれる予定です。

今回も学生さんを含む大変多くの参加があり、８１人分の弁当作りは大変でしたが、スタッフの

方々のご協力で無事に開催出来ました。頂いたお米は、２４家族に配布出来て、物価高騰の中で

大変喜ばれています。ありがとうございました。

⑧４月はパントリーから、皆様にご寄付頂きましたお米を分けてお届けさせていただきました。

５００ｇ位ですが、皆様とても喜んでくださりました。お惣菜は、会食時の付け合わせとして使

用させていただいております。美味しいとの言葉をいただき、お持ち帰りいただいたりしており

ます。

いつも、たくさんのお心遣いに感謝申し上げます。 引き続き、どうぞ宜しくお願い致します。

⑨いつも大変お世話になっております。

今回もお米を保存しておき、６月のフードパントリーにて配布させていただきます。

今月もひとり親のお母さんが仕事終わりに家族で来てくれ「本当に助かります」との言葉があり、

ゆっくりお話をしたりして過ごしていました。

また、いただいたお菓子は学習支援のこども達に配布し、皆とても喜んでいました。

本当にいつもありがとうございます。

⑩１８歳まで無料でおにぎりとお菓子などを提供しております。会食も持ち帰りも可能にしており

ます。

ご寄付いただきましたお米でおにぎりを作り提供しました。親御さんと食べる人、友達同士で食

べる人方様々でした。相席をして、ご参加いただいた方を含めスタッフもお話しさせていただい

たりしております。おにぎりに岩田食品さまのお惣菜を一緒に食べる方もいました。

たくさんのご寄付に感謝申し上げます。

⑪いただきましたお米は４５世帯に小分けにして配布させていただきました。

受け取った家庭からは感謝の温かい言葉をいただくことができました。

⑫（実施内容）

地域の子どもから高齢者まで、誰もが気軽に立ち寄れる居場所として開催しました。食糧支援で

いただいた食材を活用し、親子丼･ビビンバ丼･お味噌汁･サラダ･チヂミ･煮物･マンゴータルトを

提供。

（エピソード）

初めて参加した家族が「最初は緊張していたけど、気づいたら周りの方と自然に会話していて驚

きました」と笑顔で話していました。また、常連の高齢の方が子どもたちに優しく声をかける姿

や、子どもたちが配膳を手伝う姿など、世代を超えた関わりが日常のように生まれています。

「ここに来ると誰かに会える」という声もあり、食事をきっかけに人と人がつながる温かい空間

となっています。

（感想など）

食糧ご支援のおかげで、参加費を抑えながらも内容の充実した食事提供が可能となり、多くの方

に喜んでいただいております。「お腹も心も満たされる」「毎回楽しみにしている」といった声

をいただき、継続の力になっています。

支援いただいた食材が、地域の笑顔や安心感につながっていることを実感しています。

⑬今月は地元のイベントと重なり、参加者は少ないかと思いましたが、みんな来てくれました。

学年ががわり中学生の男の子たちはスタッフと照れくさそうにハイタッチしながら進級祝を受け



取ってくれました。

また、食料支援をさせていただいているご家族のお子さんが昼食にきて「ここが毎週開催してく

れれば良いのに！」と言ってくれました。

⑭４月１日に、希望者と一緒にドーナツ、アイスを使ったカップケーキ、みたらし団子、きなこ団

子を作りました。また、農家仲間から大量の筍をご寄付いただきました。子どもたちは筍はあま

り得意ではない様子もありましたが、あんかけ丼や筍ご飯にして提供しました。まだ残っている

ため、ピーマンの収穫が始まったら青椒肉絲にも活用したいと思っています。

いただいたお米は、フードパントリーでも活用させていただきました。いつも通り３合ずつに小

分けし、開催のたびに数袋ずつお渡ししています。

⑮食堂アンケートより

・最初はこうした支援が有ることが正直信じられませんでした。スタッフの方たちの優しさに触

れたり、支援をして下さっている沢山の方々の存在を知って、自分の気持ち考え方が少し前向

きになります。感謝しております

・たくさんの方のおかげでこうやって助けていただいていることを忘れず、子供達にも感謝の気

持ちを持ち続けることを伝えていきます。私もいつかご支援できるような立場になれたらと思

います。




